
 



偏差値分布 偏差値分布

5４.9
～

5４.0

5４.9
～

5４.0

知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用
53.9
～

53.0

53.9
～

53.0

臼杵市 51.9 53.1 55.0 54.3 52.4 51.1 53.8 53.2 53.4 52.2 52.9 51.6 52.3 51.8 52.6 52.0
52.9
～

52.0

52.9
～

52.0

大分県
（市町村学校） 51.3 51.9 52.9 52.4 51.4 50.9 51.4 51.2 50.7 50.0 51.4 50.3 50.9 50.8 50.0 50.0

51.9
～

51.0

51.9
～

51.0

県との差 0.6 1.2 2.1 1.9 1.0 0.2 2.4 2.0 2.7 2.2 1.5 1.3 1.4 1.0 2.6 2.0
50.9
～

50.0

50.9
～

50.0

49.9
～

49.0

49.9
～

49.0

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

小５国語 50.3 51.2 -0.9 51.9 51.8 0.1 50.8 51.4 -0.6 53.0 52.4 0.6 52.8 51.5 1.3 51.7 51.7 0.0 54.4 52.2 2.2 51.1 51.8 -0.8 52.3 51.7 0.6 52.6 51.6 1.0 小５国語

小５算数 50.4 52.1 -1.7 52.1 52.1 0.0 52.4 52.5 -0.1 53.2 52.6 0.6 53.8 51.6 2.2 51.5 51.8 -0.3 53.7 52.3 1.4 51.2 51.9 -0.6 52.6 52.1 0.5 55.0 52.9 2.1 小５算数

小５理科 49.7 50.9 -1.2 52.5 51.9 0.6 52.2 52.0 0.2 52.5 51.9 0.6 51.6 51.8 -0.2 52.0 51.6 0.4 53.6 52.1 1.5 50.1 50.7 -0.6 51.5 51.1 0.4 52.1 51.3 0.8 小５理科

中２国語 50.2 50.4 -0.2 51.0 50.6 0.4 50.1 50.6 -0.5 50.0 50.9 -0.9 52.6 50.6 2.0 53.5 51.6 1.9 53.1 51.5 1.6 54.0 53.2 0.7 52.4 51.7 0.7 53.8 51.4 2.4 中２国語

中２数学 51.3 50.7 0.6 51.5 51.1 0.1 49.4 51.0 -1.6 49.0 50.3 -1.3 50.3 50.3 0.0 51.4 51.1 0.3 50.5 50.7 -0.2 52.6 53.0 -0.4 49.7 51.2 -1.6 52.6 51.2 1.4 中２数学

中２理科 49.0 50.0 -1.0 53.4 52.5 0.9 49.1 50.6 -1.5 49.4 50.0 -0.6 50.7 50.7 0.0 50.7 50.5 0.2 51.8 50.8 1.0 50.0 51.0 -1.0 50.1 51.1 -1.0 52.3 50.9 1.4 中２理科

中２英語 48.2 49.1 -0.9 49.9 50.3 -0.6 49.5 49.9 -0.4 49.8 51.2 -1.4 51.0 50.0 1.0 52.8 50.7 2.1 51.1 50.3 0.8 51.6 51.6 0.0 50.0 50.4 -0.4 52.5 50.0 2.5 中２英語

中２社会 51.4 50.3 1.1 51.7 50.7 1 51.1 50.5 0.6 52.6 52.6 0.0 51.6 51.0 0.6 53.2 50.5 2.7 中２社会

（偏差値） 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 （偏差値）

54.0～54.9 54.0～54.9

53.0～53.9 53.0～53.9

52.0～52.9 52.0～52.9

51.0～51.9 51.0～51.9

50.0～50.9 50.0～50.9

49.0～49.9 49.0～49.9

48.0～48.9 48.0～48.9

47.0～47.9 47.0～47.9

小学校 中学校

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

　令和４年度　大分県学力定着状況調査臼杵市　全体結果　標準スコア（偏差値）　一覧

小学校 中学校

大分県学力定着状況調査　　臼杵市の偏差値の推移（平成２４年度～令和３年度）

国語 算数 理科 国語 社会 数学 理科 英語

平成２８年度

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度平成２９年度 令和４年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

算数・知識

算数・活用

理科・知識

理科・活用
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英語・活用
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国語
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国語
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英語
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国語

算数
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国語

数学

英語

理科

社会
国語
算数

理科

国語

数学

英語

理科

社会

国語

算数
理科 国語

数学

英語

理科

社会 国語
算数

理科

国語

数学

英語

理科

社会

理科・活

国語・活用

国語・知識
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数学

英語理科
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国語

算数

理科

国語

数学
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H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ2 Ｒ３ Ｒ４ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

小５国語 49.0 50.3 51.9 50.8 53.0 52.8 51.7 54.4 51.1 52.3 52.6 中２国語 48.1 50.2 51.0 50.1 50.0 52.6 53.5 53.1 54.0 52.4 53.8

小５算数 51.0 50.4 52.1 52.4 53.2 53.8 51.5 53.7 51.2 52.6 55.0 中２数学 48.2 51.3 51.5 49.4 49.0 50.3 51.4 50.5 52.6 49.7 52.6

小５理科 47.8 49.7 52.5 52.2 52.5 51.6 52.0 53.6 50.1 51.5 52.1 中２理科 49.1 49.0 53.4 49.1 49.4 51.0 50.7 51.8 50.0 50.1 52.3

中２英語 47.6 48.2 49.9 49.5 49.8 50.7 52.8 51.1 51.6 50.0 52.5

中２社会 51.4 51.7 51.1 52.6 51.6 53.2

44.0

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

グラフタイトル

中２国語 中２数学 中２理科 中２英語 中２社会

44.0

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ2 Ｒ３ Ｒ４

小5国語 小5算数 小5理科



合計 知識 活用 合計 知識 活用 合計 知識 活用

臼杵市平均 54.4 54.3 53.5 53.7 53.3 54.0 53.6 54.0 51.7

大分県平均（市町村立学校） 52.2 52.1 51.6 52.3 52.2 52.1 52.1 52.4 51.3

県との差 + 2.2 + 2.2 + 1.9 + 1.4 + 1.1 + 1.9 + 1.5 + 1.6 + 0.4

合計 知識 活用 合計 知識 活用 合計 知識 活用

臼杵市平均 53.8 53.8 53.2 52.6 52.9 51.6 52.3 51.8 51.8

大分県平均（市町村立学校） 51.4 51.4 51.2 51.2 51.4 50.3 50.9 50.8 50.8

県との差 + 2.4 + 2.4 + 2.0 + 1.4 + 1.5 + 1.3 + 1.4 + 1.0 + 1.0

合計 知識 活用 合計 知識 活用 合計 知識 活用

偏差値の差
（3年間の経年変化） - 0.6 - 0.5 - 0.3 - 1.1 - 0.4 - 2.4 - 1.3 - 2.2 + 0.1

県との差
（3年間の経年変化） + 0.2 + 0.2 + 0.1 0 + 0.4 - 0.6 - 0.1 - 0.6 + 0.6

小学校５年（R1）　　⇒　　中学校２年（Ｒ４）の変化

国語 算数・数学 理科

同一集団の経年比較データ　　(R1小５　→　R.４　中２）

R1（小５）
国語 算数 理科

Ｒ４（中２）
国語 数学 理科

1/1



0
20
40
60
80

100

R2 国語 R3 国語 R4 国語

国語は好きですか

全国 臼杵市

0
20
40
60
80

100

R2 国語 R3 国語 R4 国語

国語はわかっていますか

全国 臼杵市









0

20

40

60

80

100

R２算数 R３算数 R４算数

算数は好きですか

全国 臼杵市

0

20

40

60

80

100

R２算数 R３算数 R４算数

算数はわかっていますか

全国 臼杵市







ℓ



0

20

40

60

80

100

R２理科 R３理科 R４理科

理科は好きですか

全国 臼杵市

0
20
40
60
80

100

R２理科 R３理科 R４理科

理科はわかっていますか

全国 臼杵市











令和４年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  国語  

                        担当： 西中（ 中川 幸恵 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５３．８ 
（県 51.4 ） 

５３．８ 
（県 51.4 ） 

５３．２ 
（県 51.2 ） 

正答率 ７４．６（県 69.8 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ８５．２（県 77.0 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 
事項

的 文章 内容
文学的 文章 内容 読み取
文章 書

話し合 内容 聞き取
目標値

領域 言葉 特徴 使い方 関

情報の扱い方に関する事項

我が国の言語文化に関する事項

読むこと

 

観点 知識・技能    
思考・判断・表現 
主体的 学習 取り組 態度

 

フォローアップ 

すること 

話題 展開 捉 話合 互 発言 結び付 考

目標値－  

【概要】 

〇臼杵市の平均正答率（県＋4．8 全国＋7．6）は目標値（＋12．1）を上回り、達成率も県・全国 
（県＋8．2 全国値＋13．8）を上回っている。 
〇臼杵市としては全 26問中 27問が目標値を上回っており、知識・技能、思考・判断・表現ともに力がついて
いると考えられる。 

○記述問題６問中 5問の無回答率が県を下回っており、解答しようとする意欲が見られる。 
 〇正答率度数分布グラフにおいては正規分布で、正答率 80％～100％の生徒数は県を上回るか同等で、60％以

下の生徒は県を下回っている。 
 △「話合いの内容を聞き取る」の「話題や展開を捉えながら話合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめて

いる」は完全正答反応率が 33．6％(目標値 40.0 県 35.2)と低く、つまずきが見られる。誤答類型で最も多
かったのは、指定語句を使って指定文字数と指定表現(「話すように」)で書けているものの読み取った内容
が不十分である解答だった。書くことに抵抗は少なく、解答文を整えることもできるが、読み取った内容を
文章化する点に課題があると考えられる。 

【臼教研国語部会で確認すること】 

●学校ごとにつまずきがある内容が違うので、自校できちんと分析し、授業や定期テストで定着を図る。 
●「小学校で学習した漢字を正しく書く」は県正答率も高く、臼杵市と同等である。引き続き、学習する機会
を設けるとともに、各ブロックの小中一体教育で結果を報告し、指導の徹底を依頼する。 

 ●「説明的な文章の内容を読み取る」の「情報と情報との関係について理解し、必要な情報に着目して、内容
を解釈している」は県正答率と同等である。他教科にも影響する内容であるため、2 年生の〔B 書くこと〕
の指導事項ウについて、「情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うこと」の学習と関連を図る。さ
らに、資料の中にある情報が、自分の伝えたいことの根拠としてふさわしいかどうかを検討する場面を設定
するとともに、書いた文章を互いに読み合い交流する活動を通して、根拠を明確にして書く力を身につける
ことを指導する。 

 ●複数の資料を合わせて「読むこと」に依然として課題がある。読み方を教えるとともに、読み慣れる学習を
積み重ねる必要もある。 



令和４年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  社会  

                                  担当： 学校教育課（足立 和寛） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５３．２ 
（県 50.5 ） 

５３．４ 
（県 50.7 ） 

５２．２ 
（県 50.0 ） 

正答率 ６２．７（県 57.3 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ７１．６（県 60.1 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 ・日本の都道府県について理解    74.5(目標値55.0) 
・日本の緯度・経度についての理解をもとに、模式 
図を読み取る            67.2(目標値55.0) 

・世界のさまざまな宗教について，会話文に着目 
して考察                 85.2(目標値75.0) 

・欧州の抱える経済格差の課題について，複数の資料 
をもとに考察            48.7(目標値40.0) 

・オセアニア州の気候と農業について，資料を 
読み取る                     72.0(目標値60.0) 

・古代文明の特色について理解     59.4(目標値46.0) 
・卑弥呼について理解           92.6(目標値80.0) 
・藤原道長の政治について理解     70.8(目標値55.0) 
・鎌倉幕府の政治に元寇（蒙古襲来）が与えた影響に 
ついて，複数の資料をもとに考察 76.4(目標値65.0) 

・勘合貿易について理解       58.3(目標値35.0) 

・アジア州での農業生産について，資料を
もとに考察           28.4(目標値40.0) 

・乾燥した地域に住む人々の暮らしについて，複

数の資料をもとに考察     67.2(目標値70.0) 
・ヨーロッパ州の農業について，資料をも

とに考察              25.1(目標値30.0) 
・南アメリカ州の開発と環境保全につい

て，複数の資料をもとに考察し，表現 
              39.1(目標値40.0) 
・武士の成長について，複数の資料をもと

に考察し，表現     25.1(目標値30.0) 

領域 ・世界の姿（地理）        71.1(目標値65.0) 
・日本の姿（地理）        66.2(目標値55.0) 
・縄文時代～古墳時代（歴史）   73.1(目標値66.0) 
・飛鳥時代～平安時代（歴史）   72.0(目標値62.5) 
・中世の日本（歴史・地理）     53.4(目標値45.0) 

 

観点 ・知識・技能             70.2(目標値60.3) 
・思考・判断・表現              52.9(目標値51.5) 
・主体的に学習に取り組む態度   54.8(目標値50.0) 

 

フォロー 

アップ 

すること 

3(2)  乾燥した地域に住む人々の暮らしについて，複数の資料をもとに考察している。 
4(1)  アジア州での農業生産について，資料をもとに考察している。 
(4)  アメリカ合衆国の多様な人種について，農業や工業に関する資料をもとに考察している。 

8(1)  ヨーロッパ州の農業について，資料をもとに考察している。 
(2)  南アメリカ州の開発と環境保全について，複数の資料をもとに考察し，表現している。 

(3)  武士の成長について，複数の資料をもとに考察し，表現している。 

【概要】 
〇大半の内容、領域、観点の項目において目標値を上回っていた。社会科部会で取り組んできた「社会につ

いて問い続ける力を育成する社会科学習のあり方」の研究成果として、生徒が意欲を持って社会の学習に
取り組めたことが要因として考えられる。 

〇思考を活性化させ、対話を重視した問題解決的な学習を取り入れ、生徒に思考・判断・表現させる授業改
善の取組により、資料をもとに思考する問題の正答率が向上してきている。 

△しかし、「複数の資料をもとに考察し，表現する」問題の正答率が低く、普段の授業から考察し、表現させ
るような取組を重ねていく必要がある。 

【臼教研社会科部会で確認すること】 
・臼杵市全体では大半の項目で目標値を上回っているが、学校ごとの結果を分析すると、学校ごとに課題と

なる項目がみられる。部会での各校の取組の交流など充実させていきたい。 
・学習して身につけた知識をもとに、普段の授業から複数の資料をもとに考察し，表現する機会を設けるよ

う授業を工夫し、情報交換や資料の共有を行う。 
・各学校ともに、知識の定着率の 2極化に留意し、支援が必要な生徒に対する個別学習等の対応が必要。 



令和４年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  数学  

               担当： 習熟度別指導推進教員：西中（ 秦 美芳 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５２．６ 
（県 51.2 ） 

５２．９ 
（県 51.4 ） 

５１．６ 
（県 50.3 ） 

正答率 ６４．５（県 60.9 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ６６．９（県 63.9 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 ・正の数・負の数  78.9（目標値 78.9） 

・文字式      64.5（目標値 64.5） 

・１次方程式    76.7（目標値 67.5） 

・比例・反比例   60.2（目標値 50.0） 

・平面図形     59.1（目標値 56.0） 

・空間図形     63.4（目標値 58.8） 

・データの分布と傾向  53.8（目標値 56.7） 

領域 ・数と式      74.5（目標値 65.4） 

・図形       61.0（目標値 57.2） 

・関数       60.2（目標値 50.0） 

・データの活用     53.8（目標値 56.7） 

観点 ・知識・技能    67.3（目標値 61.2） 

・思考・判断・表現 53.9（目標値 50.0） 

・主体的に学習に取り組む態度 

          55.1（目標値 51.9） 

 

フォロー 

アップ 

すること 

14 角の二等分線の性質を理解し、折り目の線を作図することができる。 

15 おうぎ形の面積を求めることができる。 

18(1) 累積度数について理解している。 

20(1) 階級の度数について理解している 

 (2) 2 つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いる理由を理解している。 

【概要】 
〇基礎基本テストに引き続き、３つの領域で大幅に目標値を超えることができた。 
〇基礎基本テストで数値の低かった、比例のグラフを書く問題は目標値を超えﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟができている。 
〇目標値以上の正答率に達した生徒の割合が、基礎基本テストの 60.8 から、66.9 に大幅に高くなっている。 
〇数学部会で、各校の分析にあったﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟをお願いした成果が出ている。 
△3学期の最後に行う「データの活用」領域の内容の定着ができていない。 
△2つの分布の傾向を比べる記述の問題は、目標値を上回っているが無回答が 25.7％もいる。 
△作図では、文章を読み取ってどの性質を使って作図すればよいのか理解できていない。 

 

【臼教研数学部会で確認すること】 
・2年の「データの分布」を学習する際に、再度「データの傾向」について補充をし、1年の内容と関連付け

て学習をする。 
・「1次関数」を学習する際に、表・式・グラフから相互に読み取ることができるような問題を授業やテスト

でも扱う。 
・記述式の問題では、授業の中でどのような用語をきちんと使って説明すればよいのかをおさえ、問題デー

タベースなども活用する。 
・各校の弱点分野に差があるので、各校の実態に合わせて問題データベースを活用しながら、うすきチャレ
ンジや週末課題などで扱っていく。 



令和４年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  理科  

                        担当： 西中（ 金子 敦 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５２．３ 
（県 50.9 ） 

５２．３ 
（県 50.9 ） 

５１．８ 
（県 50.8 ） 

正答率 ５７．１（県 54.5 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ６４．０（県 57.9 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 12項目中 7項目が目標値を超えている 

植物の分類    74.1  （目標値 63.3） 

動物の分類     74.0  （目標値 68.3） 

身の回りの物質とその性質 77.8   (目標値 65.0) 

気体の性質      67.8  （目標値 38.3） 

物質の状態変化    60.8  （目標値 55.0） 

光の性質      50.5  （目標値 48.3） 

音の性質       81.6  （目標値 75.0） 

目標値を超えていない項目は,5項目 

水溶液の性質       28.2  （目標値 40.0） 

力の性質         43.9  （目標値 45.0） 

火山           36.4  （目標値 40.0） 

地層           23.7  （目標値 40.0） 

地震           53.9  （目標値 57.5） 

領域 エネルギー    57.5   (目標値 55.0) 

粒子       56.5   (目標値 52.5) 

生命         74.1  （目標値 65.0） 

地球           35.9  （目標値 45.0） 

観点 知識・技能    61.0  （目標値 57.8） 

思考・判断・表現 53.5  （目標値 52.1） 

主体的に学習に取り組む態度 47.3  （目標値 45.8） 

目標値を超えていない項目はない 

フォロー 

アップ 

すること 

2(2)軟体動物を指摘できる。→アサリをそれ以外の無セキツイ動物と考えている割合が多い。      

4(3)水素の性質の知識を適用して水素自動車は水を排出することを指摘できる。→燃料電池の仕組みを

押さえる。        

9(1)双眼実体顕微鏡の使い方が身についている。正しい操作方法を,説明できる。      

10(3)柱状図から考えられることを検討し、考えを改善できる。→正答を指摘できるが、書き直しについ

て答えることができていない。 

13(1)質量パーセント濃度を求める式を理解している。→正しい計算方法を理解できていない割合が多い   

【概要】 
〇観点別正答率では、すべての項目で、目標値、県正答率、全国正答率より上回っている。 
〇目標値と 1.4ポイントマイナスではあったが、県正答率、全国正答率を上回っている。 
〇正答率度数分布を見ると、70%以上 90%未満の割合が高く、40%以上 50%未満の割合が低くなっている。 
○問題の解答で無回答の数がひじょうに少なくなっている。 
△領域別正答率では、地球領域の項目が低くなっている。 
△各校の弱点分野に差がある。 
△解答形式では記述が目標値に達していない。 

【臼教研理科部会で確認すること】 
・正答率別人数の下位層の引き上げはもちろんだが,上位層，中位層を伸ばすため，授業でアウトプットする活動や,単元テス

ト・定期テストで言語活動・言語表現などを取り入れる。 

・記述問題に対応する為に,知識・技能を活用して思考・判断し重要用語を使って文章を書くことや,発表するなど表現する活

動を授業に取り入れる。 

・3学期期末テスト後の内容（地球）について再度単元テストや実力考査で出題することや,4月はじめの授業や学習課題とし

てドリルを行う。 

・各校の弱点分野に差があるので,理科データベースを活用して,各校の実態にあわせて習熟に応じた課題をテスト期間中や週

末課題として出題する。 



令和４年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  英語  

                     担当： 西中 指導教諭     半田 文香 

北中 英語教育推進教員 岩永 翔 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５２．５ 
（県 50.0 ） 

５２．６ 
（県 50.0 ） 

５２．０ 
（県 50.0 ） 

正答率 ６１．１（県 55.3 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ７１．７（県 57.2 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 リスニング（内容理解）   59.3（目標 56.7） 

リスニング（対話文の応答） 61.3（目標 55.0） 

語形・語法の知識・理解   58.4（目標 55.0） 

語彙の知識・理解      90.1（目標 87.5） 

さまざまな英文の読み取り  61.4（目標 58.8） 

長文の読み取り       59.7（目標 53.8） 

リスニング（さまざまな英文の聞き取り） 

50.7（目標 60.0） 

領域 読むこと     64.2（目標 60.4） 

書くこと     60.3（目標 48.0） 

聞くこと     57.1（目標 57.2） 

観点 知識・技能         66.2（目標 61.7） 

思考・判断・表現      54.9（目標 48.7） 

主体的に学習に取り組む態度 57.1（目標 51.2） 

 

フォロー 

アップ 

すること 

１（２） 絵を適切に表している文を選ぶことができる。 

４    英文の要点を聞きとることができる。 

５    英文を聞きとり、たずねられたことに対して自分の意見を答えることができる。 

１０（２） 対話の流れに合った英文を書くことができる。 

 

【概要】 
○全体としては、平均正答率が 61.1％で、県平均正答率を 5.8 ポイント上回っている。 
○すべての観点が県平均正答率を上回っているが、特に上回り方が顕著なのは「思考・判断・表現」であり、

平均正答率が 54.9％で県平均正答率を 6.2 ポイント上回っている。 
○「書くこと」について、平均正答率が 60.3%であり、県平均正答率を 12.3 ポイント上回っている。 
△「聞くこと」について、９問中４問が目標値を下回っていた。特に、「さまざまな英文の聞き取り」の問題

は３問中２問が下回っている。 
△２技能を活用する問題について、「聞くこと＋書くこと」の問題は目標値を 16.8 ポイント下回っている。 
△「書くこと」について、「対話の流れにあった英文を書く」問題が目標値を 3.5ポイント下回っている。 
△正答率度数分布に、二極化が見られる。 

 

【臼教研英語部会で確認すること】 
・おおむね目標値に達している。 
・「聞くこと」の領域に課題がある。「聞く」目的を明確にした指導を心掛けると共に、一人一台端末を活用

して、ネイティブの英語を聞く機会を授業の中でも増やしていく。教科書音声を聞きながら音読練習した
り、ＡＬＴに音読添削をしてもらったりするなど、正しい英語の発音を通して、聞く力をつけていくこと
を心掛ける。 

・「聞いたり読んだりしたことについて書く」などの 2領域を統合する力や、「対話の流れに合うように書い
たりする」など、状況に合わせた英語を書く力を身に付けさせる必要がある。授業の中で、意識していく
必要がある。 

・二極化をなくしていくために、特に英語を苦手としている生徒への手立てを具体的に意識しながら授業を
行う。 


